
本を読むだけじゃなくて、実際に体験して 

みたことで思ったこと・感じたことを 

言葉にすることで、その本との 

出会いがもっともっと大きなみんなの 

ココロの宝物になるはず！ 

あらすじを書いてしまったり、 

    流れを無視して書きたい事を書き綴ってしまった

り、意外に難しい「感想文」。そんな感想文を実際の体験

をもとに感じたり、考えたりしたことしっかり文章にして

いくコツを教えます！！ 

Seagull School  2023 SSK 野外講座 ～読んで体験して書く教室～ 

実際に体験して！ 

 

 

 

 当日までに 

ご購入いただきたい本をお伝えします。 

各ご家庭でご購入いただき、 

本は当日までに必ず読んでおいて下さい。 

１回だとお話の内容を忘れてしまうこともあるので、 

何度もくり返し読めば、いい感想文が書けるよ！ 

 

準 備 

 

 

 

 

 

 

 

３日目 

いよいよ最後の仕上げ。清書に取りかかります。 

前日に書いた下書きを元に、自分の作文を見直し、

推敲
すいこう

しながら原稿用紙にていねいに書き写していき

ます。完成したときの達成感は、やった人にしか 

味わえない！大変だけど、がんばるぞー！！ 

 

 

 

 

２日目 

ディスカッション・下書き 

座学は物語のあらすじをおさえるところからスター

ト。重要な場面については、みんなでディスカッシ

ョン！心に残ったことなどをメモして、作文を書く

準備をします。自分の書きたいことの中心を決めて、

この日は下書きまで仕上げます。 

 

仕 上 げ 

小１～2 対象 

 

 

 

１日目 

体験 

より深みのある感想文を書くためにも 

   指定図書にもとづいた体験行います。 

「医療関係者へのインタビュー」 

を通して、それぞれ物語に 

関係するお話を伺います。 

 



 

 

 

 

 

◇◆保護者の皆様へ◆◇ 
 
当講座では、作文のジャンルの中でも比較的書き方が難しい「読書感想文」の基本的な構成を学んでいただくこと、そ

して何よりひとつの題材をお子様たちの間で共有し、自らの実体験をもとにした意見を出し合うことでより深い読書体験
をしていただくことを目的としております。こうした主旨にご理解をいただくとともに、ご受講にあたっては以下の点に
ついてあらかじめご了承ください。 

 
当講座で用いる図書は、「全国青少年読書感想文コンクール」の課題図書に選ばれている作品の中から選定させていた

だきます。お子様に自由に本を選んでいただくことはできません。当スクールのスタッフが、すべての課題図書を読んだ
上で、心を育むスクールとしての視点に立ち、お子様にぜひ読んでいただきたいと思うものを選んでおります。なお、今
年度の使用図書は上記のとおりです。 
 
当講座に申込まれた方には、受講手続き書類等を７月上旬から中旬にお送りします。 
 
当日は感想文を書くための時間となりますので、そのための準備として、受講日前までに本を読んで内容を理解してい

ただくことが必要となります。 
 
当講座をご受講いただくためには、最低限の国語能力として、ひらがなの読み書きができることが必要となります。特

に小学校１年生のお子様については、読み書きの力が十分でない場合、所定の時間内に清書を完成させられない場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。 

 

◆◇申込受付開始◇◆ 

６/14（水）※開始時間は別紙をご覧くださいTEL ０５2-800-0931 

※７月１日以降のキャンセルにつきましてはキャンセル料が発生しますのでご了承ください。 

※参加費は１０月の授業料とあわせて口座振替させていただきます。 

外部生の方には、後日郵送させていただく請求書にてご納入いただきます。 

※全日ご参加が可能な日程でお申込いただきますようお願いいたします。 

欠席の場合、別日での対応は致しかねますので、ご自宅で取り組んで頂くかたちとなりますことをご了承下さい。 

 

 

7/23（日） 8:30～13:00 

7/２4（月）10:00～15:00 

7/２9（土）10:00～12:00 

 
     16，500 込  
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「よるのあいだに・・・」  

わたしがパジャマにきがえるころ、ママは、でかける。 
たいせつな仕事にいくんだ。 
町のあんぜんをまもる警察官や、 
たいせつなニュースをつたえるレポーター。 
わたしがねているよるも、たくさんの人たちがはたらいて、 
みんなのくらしをささえてくれている。 
私たちが生活する中で、なかなか直接目にすることのない、 
夜間にはたらく人たちの仕事を、 
子ども目線のやさしい表現で追いかける絵本です。 
仕事の大変さややりがいについて考え、 
自分の将来についても想像します。 

 作者 ポリー・フェイバー  絵 ハリエット・ホブデイ 


